
事業管理シート（施策）

No. 34 担当課

１．施策名

4

2

1

２.重点事業

現状値

(H27(2015)) 29年度 30年度 31年度 32年度 33年度 34年度 35年度 36年度 37年度

３.基本事業

2・1・8・102045(交通安全推進費)

課題・問題点等（Ｃ）

取組内容・結果等（Ｄ）

交通安全活動推進事業
予算事業番号
(予算事業名)

事業名(中分類)

今後の方向性（Ａ）

今後の方向性（Ａ） 安全安心まちづくりコンクールやあらゆる機会に市民に交通安全意識の高揚と交通モラルの普及啓発を図って言く。

事業概要 市民が安心して安全に暮らせる「まちづくり」を目指して、交通指導員や安全協会（警察署）と協力をしながら交通事故の減少に努める。

取組内容・結果等（Ｄ）

交通安全教室215回、延べ受講者15,043人であった。
安全安心まちづくりコンクールを実施し、市民総ぐるみで交通事故撲滅を抑止した。
四季の交通安全運動を行った。
菊川市安全安心ひとづくり市民大会を開催した。
高齢者移動交通教室を実施した。

課題・問題点等（Ｃ） 高齢者人口の増加に伴い、事故の当事者や運転者事故に高齢者が増加しやすくなっている。

【平成30年度実施分】

施策を構成する事業評価

政策名

地域支援課

基本目標

施策名

事業名(中分類)

快適な環境で安心して暮らせるまち【防災・環境・社会資本整備】

交通事故・犯罪のないまちづくり

交通事故を減らすため交通安全活動を推進します

なし
予算事業番号
(予算事業名)

達成
状況(%)

事業概要

実績値

事業指標

目標値
37年度



事業管理シート（施策）

No. 34 担当課

１．施策名

4

2

3

２.重点事業

現状値

(H27(2015)) 29年度 30年度 31年度 32年度 33年度 34年度 35年度 36年度 37年度

３.基本事業

達成
状況(%)

事業概要

実績値

事業指標

目標値
37年度

施策名

事業名(中分類)

快適な環境で安心して暮らせるまち【防災・環境・社会資本整備】

交通事故・犯罪のないまちづくり

犯罪のない明るい地域社会づくりを推進します

なし
予算事業番号
(予算事業名)

【平成30年度実施分】

施策を構成する事業評価

政策名

地域支援課

基本目標

今後の方向性（Ａ） 既存の防犯灯のＬＥＤ化等の検討をする。

事業概要 防犯パトロールや防犯灯の設置などにより街頭犯罪の抑止を図る。

取組内容・結果等（Ｄ）

青色回転灯装着車両による防犯パトロールを実施した。
市内62箇所に防犯灯を設置した。
菊川市安全安心ひとづくり市民大会を実施した。
迷惑電話対策機器設置業務を行い、14台のモニター設置を行った。
駅前駐車場に設置している防犯カメラの維持、管理を行った。

課題・問題点等（Ｃ）
菊川警察署管内防犯協会及び地域安全推進委員他による積極的な防犯活動を行っているが、振り込め詐欺など特殊詐欺被害が発生している。
新設で防犯灯を設置しているが、以前からの蛍光灯の防犯灯の修繕をどうするのか、今後検討していかなければならない。

2・1・8・102048（防犯対策設備管理費）
2・1・8・102860(防犯対策総務費)

課題・問題点等（Ｃ）

取組内容・結果等（Ｄ）

防犯体制強化事業
予算事業番号
(予算事業名)

事業名(中分類)

今後の方向性（Ａ）

事業名(中分類) 防犯活動推進事業
予算事業番号
(予算事業名)

102048（防犯対策設備管理費）
102860(防犯対策総務費)

事業概要
菊川警察署防犯協会及び地域安全推進委員他による地域の防犯活動の推進のため、防犯パンフレットやチラシ、のぼり旗を活用した啓発活動を実施した。
菊川警察署防犯協会による防犯教室を49回、延べ受講者2,901人であった。

取組内容・結果等（Ｄ）

青色回転灯装着車両による防犯パトロールを実施した。
市内62箇所に防犯灯を設置した。
菊川市安全安心ひとづくり市民大会を実施した。
迷惑電話対策機器設置業務を行い、14台のモニター設置を行った。
駅前駐車場に設置している防犯カメラの維持、管理を行った。

課題・問題点等（Ｃ） 防犯カメラの補助金制度

今後の方向性（Ａ） 犯罪の発生状況等に合わせ、警察署、防犯協会等と連携をとり、市民への注意喚起や周知を行う。



事業管理シート（施策）

No. 35 担当課

１．施策名

4

2

2

２.重点事業

現状値

(H27(2015)) 29年度 30年度 31年度 32年度 33年度 34年度 35年度 36年度 37年度

３.基本事業

取組内容・結果等（Ｄ）

・平成30年度においては、南44号線では101ｍの工事を実施し、79ｍが供用開始され、古谷高橋原線は220ｍの工事を実施し、早期供用開始を目指している。

課題・問題点等（Ｃ）

・通学路を優先的に歩道整備を進めているところであるが、歩道整備のみでは安全対策は困難である。

今後の方向性（Ａ）

・早期の安全対策を図るためには、区画線の引き直しや反射鏡、歩道設置工事などと並行し、注意標識の設置や交通規制、通学路の見直しなどを検討する必要がある。

事業名(中分類) 歩道設置事業
予算事業番号
(予算事業名)

8.2.3.108012（市単独市道改良整備事業費）
8.2.3.108058(社会資本整備総合交付金事業市道南44号線)
8.2.3.108052（社会資本整備総合交付金事業市道大須賀金谷線）

事業概要

・交通の安全を図るため、交通量や交通形態、道路環境等を勘案し、歩道整備を行うもので、通学路を中心に整備を進めており、社会資本整備総合交付金事業により工事を行う南44号線は南小学校、また古谷高橋原
線については東小学校の通学路となっている。

8.2.4.108019(市単独交通安全施設整備事業費)

課題・問題点等（Ｃ）

取組内容・結果等（Ｄ）

通学路安全対策事業
予算事業番号
(予算事業名)

事業名(中分類)

今後の方向性（Ａ）

今後の方向性（Ａ）

・地域からの要望箇所や通学路の安全点検により、必要箇所を精査し、効果的な整備を行っていく。

事業概要

・市単独交通安全施設整備事業として、カーブミラー、ガードレール、区画線、案内表示、標識などの設置や整備を行い通安全対策を図る。
・通学路点検として、市内の小学校９校、中学校３校の各学校関係者と菊川警察署、静岡県及び菊川市が合同で点検を実施し、危険個所の認識を共有、検討を行い安全対策につなげる。

取組内容・結果等（Ｄ）

・市単独交通安全施設整備事業として平成30年度、区画線9.7Ｋｍ、反射鏡16基、防護柵270ｍを実施した。また通学路の合同点検は市内小中学校、12校と合同点検を行った。

課題・問題点等（Ｃ）

・市内各路線では区画線が薄い箇所が多く、反射鏡や防護柵などの安全施設は市内各所に点在するため、その修繕や新規設置が必要な個所は膨大である。また、道路の交通状況の変化に合わせた対応が必要にな
る。

【平成30年度実施分】

施策を構成する事業評価

政策名

建設課

基本目標

施策名

事業名(中分類)

快適な環境で安心して暮らせるまち【防災・環境・社会資本整備】

交通事故・犯罪のないまちづくり

交通安全施設の整備を進めます

なし
予算事業番号
(予算事業名)

達成
状況(%)

事業概要

実績値

事業指標

目標値
37年度


